
H e a l t h
健 康 の す す め

問い合わせ先　健康づくり推進課（西合志庁舎）　☎２４２－１１８３

平成23年度インフルエンザ予防接種を開始します

　インフルエンザの流行のピークは、12月末から 2月にかけてです。ワクチン接種による
効果が現れるまでに約 2週間かかりますので、12月中旬までに予防接種を受けるのが効果
的です。また、接種後、約 5カ月間はワクチンの効果があります。
　市では、インフルエンザ予防接種費用の補助を下記のとおり行ないます。体調がよいとき
に早めに接種をし、インフルエンザの流行に備えましょう。

【実施期間】
10 月～ 12月まで
※ 接種開始日は、医療機関によって異なる場合が
あります。

【対象者・料金など】
対象者：1歳以上で、本市に住民票がある人

※ 生活保護受給者は、全額補助します。事前に福
祉課窓口で「生活保護証明」の発行を申請（印
鑑持参）し、証明を接種医療機関に提出してく
ださい。2回目を受ける際も、同様の手続きが
必要です。

【委託医療機関】　
　必ず、事前に予約をして受診してください。また、予診票は、委託医療機関にあります。
各医療機関で、接種日時や対応可能な年齢が異なりますので、予約の際に必ずご確認ください。

※菊池市、菊陽町、大津町にも委託医療機関があります。詳しくは健康推進班までお問い合わせください。
※  65歳以上の人で、委託医療機関以外で受ける場合、各庁舎・支所で事前に手続きが必要です。手続きの際、
印鑑が必要ですのでお持ちください。

※ 65歳未満の人で、委託医療機関以外で受ける場合は、全額自己負担となります。

【持参するもの】　　
・保険証、免許証などの住所が分かるもの
・母子健康手帳（小学生以下は、必ずお持ちください）

【接種回数】

接種費用 市補助額 自己負担額

3,600 円 2,100 円 1,500 円※

接種対象者 接種回数

13 歳未満の人 2回

13歳以上の人 1回

医療機関名 所在地 電話番号 医療機関名 所在地 電話番号

大森医院 竹迫 248-0003 柴田整形外科 須屋 346-5500
温耳鼻咽喉科医院 幾久富 248-6188 庄嶋医院 合生 242-3388
緒方整形外科医院 幾久富 248-8181 須屋クリニック 須屋 344-4833
ひかりヶ丘眼科・内科医院 幾久富 348-6305 ナカシマセブンクリニック 須屋 288-0777
三隅胃腸科内科外科医院 豊岡 248-6161 中山記念病院 須屋 343-2617
宮川内科医院 栄 248-2155 成松内科医院 須屋 345-5151
みやの小児科 幾久富 248-5800 まつおか小児科内科 須屋 227-6213
山岡胃腸科内科 幾久富 248-9001 まつもとこどもクリニック 須屋 338-8960
いけざわこどもクリニック 野々島 242-6633 森本整形外科医院 御代志 242-2231
合志第一病院 御代志 242-2745 山下胃腸科クリニック 須屋 345-0600
産科婦人科大竹クリニック 須屋 344-3232

健診を受けましょう
今年の健診はお済みですか。年に一度は健診を受けて身体の状態を確認しましょう。

●と　き　11月 7日（月）～ 11日（金）
●ところ　菊池広域保健センター（養生園）　☎ 0968-38-2820
●受付時間　午前 8時 30分～ 11時
●検査内容　身体計測、血液検査、尿検査など
※検査値を測定するために、空腹状態（食後 10時間）で受診してください。

【託児のお知らせ】
　11月の健診で、託児を行ないます。育児中のお母さん・お父さんぜひ健診を受けて健康について考え
てみませんか。

託児対象年齢　４カ月児以上　※事前予約は不要です。健診当日に受付でお伝えください。

健診名 対象者 健診料金 持参物

若人健診 25～ 29歳（職場などで健診がない人）

1,500 円

健康保険証、健診料金、
問診票（5月に郵送してい
ます。会場にも予備があり
ます。）、健康手帳（40歳
以上の人）

生活習慣病健診 30～ 38歳（職場などで健診がない人）

特定健診
39～ 74歳　　
※  4 月 1日現在で合志市国民健康保険
加入者

後期高齢者健診 75歳以上 800円

子宮頸がん予防ワクチン助成対象に
新しいワクチンが追加されました

　9月15日から子宮頸がん予防ワクチンの公費助成対象に、新しく承認された「ガーダシル※」が追加さ
れ、「サーバリックス」との2種類になりました。
　「ガーダシル」と「サーバリックス」は、いずれも同じワクチンを3回続けて接種することになってお
り、片方を接種後にもう片方を接種する場合の安全性・有効性などわかっていません。そのため、1回目
に「サーバリックス」を接種した人は、2回目以降も引き続き「サーバリックス」を接種してください。

途中で違うワクチンに変更した場合、公費助成の対象になりません。
　すべての医療機関で、両方のワクチンを取り扱っているわけではありませんので、必ず事前にご確認く
ださい。
※「ガーダシル」は、子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウイルス（HPV）16型と18型、尖

せんけい

圭コン
　ジローマの原因になるHPV6型と11型の感染を予防するワクチンです。
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